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２０２１年度 学校法人共立学園 事業報告 

２０２１年度も、当学園の求める「子どもらしさ」「子どもの発想」を大切にしな

がらスタッフ一丸となって幼児教育・保育に取り組んで参りました。そして少子高

齢・人口減少社会における学園運営に関して、これからも必要とされる園について検

証を重ね、当学園の教育内容の充実と当該内容のスタッフ共有、そして保護者はじめ

地域や利害関係者への取り組みの発信にも努めて参りました。そのために行政機関へ

の種々課題軽減に向けた働きかけと並行して、スタッフのモチベーションアップおよ

び「働き方改革」に係る労働環境向上等に向けて、様々な取り組みによりワークライ

フバランスを充実させていくことが重要と考えています。 

３～５歳児の認定区分ではあきらかに１号認定に比して２号認定割合が増加し続

けており、２０１５年度では約２０％だったのが、昨年２０２１年度では約３５％と

なりました。当園の当該割合は、基本的には１号認定が多めではありますが、これか

らは社会全体の雇用形態や就労状況に関する構造変化が加速化することで、保育利用

児への対応とともに、教育内容の質向上に取り組むことが求められます。そして、子

どもの貧困対策も重要な取り組みとして位置づけられ、園としても地域と共生し、社

会に適応していくことが更に求められることは言うまでもありません。そして、認定

こども園として幼児教育・保育と「子育て支援の包括的アプローチ」として、保育教

諭人材育成とリーダーマネジメント力を磨いて、「子ども」、「家庭」、「地域」それぞ

れのテーマについてスタッフ全員で理解し、取り組んで行きたいと思います。 

当学園運営として「生産性」向上のカギは「人」と「質」でありますが、そのため

に、①「ICT 推進（保育に関連する周辺業務の省力化、効率化、合理化）」②「研修

機会充実（保育者の資質向上）」③「経営の質向上、労働環境改善（経営マネジメン

ト力）」に関しては特に注視しながら、引き続き園運営に取り組んで参ります。 

新型コロナウィルス感染症に関しては、様々な対応が求められた１年間でしたが、

就学前施設としても、社会の受け皿としての社会資本を担っている意味でも、園児た

ちの教育・保育活動の継続とともに居場所の確保。そして利用保護者の就労等支援と

して、現場スタッフは感染リスクの中、使命と役割に努めて参りました。そして、少

子化進行により今後の待機児童数の動向がどのように変化したとしても、それへの対

応可能な園づくりを目指したいと思います。加えて、コロナ禍の中、急遽、自宅待機

を余儀なくされることにより職員不足への対応にも日々追われた１年でした。当学園

としてはこの状況を見据えた人材配置により人件費比率も例年以上に増加傾向にあ

りますが、人材配置は中長期的視点では今後の事業展開に向けてはコストではなく必

要な「投資」ととらえ取り組んで参りました。子どもの健やかな育ちの保証として、

一定は需要者側（利用者等）の立場にも立ち、ＳＤＧｓ（持続可能な社会への実現）

に向け、「未来へ投資」意識を持ちながらこれからも取り組んで参りたいと考えてい

ます。 

２０２１年度の取り組み活動状況については以下の通りです。 
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学園概要 

１．法人の概要 

 名 称  学校法人 共立学園（昭和４４年２月２１日法人設立） 

 代表者  理事長  内藤 芳雄 

 住 所  大阪府和泉市伏屋町３丁目５番２２号 

 電 話  ０７２５－５５－２１９９ 

 ＦＡＸ  ０７２５－５７－２０２５ 

 設置する学校  

    住 所 大阪府和泉市伏屋町３丁目５番２２号 

    名 称 幼保連携型認定こども園 新光明池幼稚園 

 役 員 

    理 事   ６名  監 事   ２名 

    評議員     １３名 

    理事会     ３回開催  評議員会     ３回開催 

    職 員     名 

２．学園理念 『学園円満』 

３．事業計画 

 ≪教育方針≫ 

   園生活を通して、きちんとすべき時はきちんとできるように、又、自由に表現

すべき時は、個性を発揮できるよう導いていく。 

 

 ≪教育内容≫ 

   お友達や先生との関わりあいを大切にし、それに加えて、多様な園外保育、さ

まざまな専門講師による指導や自然教育など、経験重視の保育を行っている。 

 

 ≪園児数推移≫ 

クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数計 園児数計

1号 60 60 60 180

２号 20 21 21 62

R1年度 5 102 3 85 3 72 11 259

R2年度 5 95 3 85 3 83 11 263

R3年度 5 92 3 79 3 83 11 254

1号
2号
計

5定　員 3 3 11

①3～5歳計３歳児 ４歳児 ５歳児

０歳児 １歳児 ２歳児

園児数 園児数 園児数

定員 12 18 18 48 290

R1年度 12 18 22 52 311

R2年度 9 18 23 50 313

R3年度 12 18 24 54 308

②
0～2歳園児数計

3号

①＋②
0～5歳
園児数計
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各年３月１日 



≪保育時間≫ 

  開園時間：７：３０～１８：３０ 

①教育標準時間：１０：００～１４：３０ 

②保育標準時間： ７：３０～１８：３０ 

②保育短時間 ： ８：３０～１６：３０ 

   

 ≪公定価格≫ 

  利用者負担金（基本保育料） １号認定、２号認定（無償化） 

                             ３号認定（各在住市で定められた額） 

 ≪上乗せ徴収≫ 

  特別活動費   １号、２号 月額 2,000 円 

    施設環境維持費 １号、２号、３号 2,000 円 

  教育拡充費   １号、２号 月額 3,000 円（満３歳児のみ） 

 

 ≪実費徴収≫ 

バス維持費  １号、２号 月額 3,600 円 

  給食費    １号    月額 4,500 円（主食費 1,500 円 副食費 3,000 円） 

         ２号    月額 6,300 円（主食費 1,800 円 副食費 3,000 円） 

  保育教材費  ３号    月額 1,000 円 

  布団リース代 ２号、３号 月額 1,200 円 

 

 ≪その他の費用≫ 

  入園受入準備費   30,000 円（1 号認定） 

  

≪延長保育料金≫ 

  １号認定こども（２号、３号は別に定める） 

  午前の部 午前７時３０分～午前８時３０分  400 円（→「就労要件」利用可） 

  午後の部 午後２時３０分～午後４時３０分  600 円 

       午後２時３０分～午後５時３０分  800 円 

         午後２時３０分～午後６時３０分  900 円（→「就労要件」利用可） 

 

 ≪半日保育時の延長保育料金≫ 

  １号認定こども（２号、３号は別に定める） 

  午前の部 午前７時３０分～午前８時３０分  400 円（→「就労要件」利用可） 

  午後の部 午後２時３０分～午後４時３０分  500 円 

       午後２時３０分～午後５時３０分  800 円 

         午後２時３０分～午後６時３０分 1,000 円（→「就労要件」利用可） 
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≪長期休暇の預かり保育料金≫ 

      午前７時３０分～午後６時３０分 １時間２００円（給食４４０円） 

 

≪行事≫ 

  遠足（年長、年４回、年中・年少・満３歳児、年３回）、参観日（年７回）、学

年集会、クラス別懇談会（年３回）、七夕祭り、宿泊保育（年長、年中）、移動

動物園、運動会、作品展、おもちつき、クリスマス会、クリスマスコンサート（鑑

賞会）、生活発表会、水上運動会（年長） 

 

 ≪施設関係≫ 

園地面積  ４，１６３．５６㎡  園庭面積 １，３４６．３８㎡ 

  園舎面積  ２，１６１．２８㎡（ＲＣ造 ２階建他２棟） 

  保育室１１室、乳児室・ほふく室２室、遊戯室１室、調理室１室、 

子育て支援室１室 

 

 ≪設備関係≫ 

  各種ＩＣＴシステム導入により保育現場および事務処理の効率化を進めている。 

 

≪遊具関係≫ 

  子どもが育つ遊びの環境および園内自然環境の維持・充実を踏まえ、植物が良好

に育つための土壌改良、植栽追加、レンギョウトンネル設置等の工事により、「自

然の遊具」として活用できるように園庭改造を行い、園児の身体能力の向上や感

性を高める工夫を行った。これからの少子化時代でも必要とされる園づくり、幼

児教育環境の向上を計った。 

 

【その他子育て支援活動・地域連携等】 

 園庭開放…年間１２回開催 

 キッズサークル（未就園児親子のつどい）…年間２０回開催 

 子育て相談…随時開催 

 キンダーカウンセラー事業…年間２０回開催 

 SDGs の学園取り組み（SDP、ポスター発表、JPIC「この本読んで！」掲載など） 

 地域連携活動等 

・幼稚園であそぼう DAY（園児と地域のこどもの交流会） 

・親子体操 ・動物とふれあい DAY ・ワクワク幼稚園（年長組日帰り企画） 

・クリーンフェスティバル（YouTube 配信） ・クリスマス会  

・人形劇 ・親子ふれあいｺﾝｻｰﾄ ・天体観望会 

・その他 
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